
5 S活動の取り組み

病理診断科



取り組み内容（業務の5S）

1.前立腺生検検体の検体取り違え防止

2.他科・院外への書類提出
標本貸出の一元管理



取り組み内容（業務の5S）

1.前立腺生検検体の検体取り違え防止
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提案1

①ホルマリン容器購入時の
仕切り箱、厚手の蓋を再利用

提案2

②箱に番号を振ると共に
箱を色分し、入れる順番
（L1→）を明確に区別した
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H28.12月14日、前立腺生検9件 計198個
その他の検体を含めると 218個の検体



改善前の受付収納状態であったら

・前立腺生検検体、
その他の検体が混在して
患者ごとの検体確認に時間を要する。

・煩雑な確認作業により検体取り違えの可能性が否定できない。

前立腺生検検体は、患者ごとに区別され状態

前立腺生検以外のその他の検体は別容器に収納された



番号・色分けされた箱から患者ごとの検体を
検査依頼書と照合しながら検体を取り出し検査を進める



・1患者検体ごとの確認が明確になった。（安全な検体確認）

・検体確認時間（左11個、右11個）の短縮。（効率化）

・検体取り違え防止が出来た。（品質の保証）。

多数の前立腺生検検体を患者ごとに個別化することで



取り組み内容（業務の5S）

2.他科・院外への書類提出
標本貸出の一元管理



・病理診断科では、外部（他科、院外）へ日々、病理結果報告書
および病理検査標本が提出される。

・これまでは、他科からの電話指示で必要な依頼内容をスタッフが
独自にメモに書き留め作業を進めて来た。そのため時々、
スタッフ間の伝達不足などで二重作業も発生していた。

・今回、作業の効率化、業務の標準化（統一化）を目的に他科からの
依頼内容は、依頼リスト用紙を基に業務作業を実施した。

また、PCエクセルを利用して依頼項目ごとに仕分けし業務内容を
把握、一元管理し上司の検閲後に外部に提出した。

改善



他科からの依頼内容リスト用紙

・いつ
・どこから
・患者名、標本番号

・何を
・準備が出来たら
どこに連絡

・受け取り担当者



・皮膚科標本 ・外科報告書 ・標本貸出 ・未染標本
・保健衛生協会 ・群岡診療所 ・報告書

病理結果報告書リスト



標本貸出リスト



他科・院外への書類提出・標本貸出の
一元管理することで

・統一された依頼リストを基に業務が遂行できた（業務の標準化）

・一元管理することで重複作成や提出漏れが無くなった（効率化）

・標本の貸し出し先、返却日、未返却が明確になった（標本の管理）

・課長の検閲により内容に関する不備が無くなった
（結果報告に関する精度保証）



発想を上手く取り入れたスタッフの繊細な手づくり品

日々の業務内容 改善点は？

課長やスタッフによる固定外捻に捉われない斬新な発想

物の5S、物の5Sを活用した業務の5Sが誕生

安全な
病理検査

品質が保証された
病理検査

作業効率の良い
職場作り

（ハード面、ソフト面）

病理診断科の5S活動内容



物の5S（整理整頓）

箱を処分せずに
ホルマリン固定容器入れとして
再利用

使用目的ごとに
ホルマリン固定容器を
大きさごとに仕分けして収納



物の5S（整理整頓）



業務マニュアル
事務作業の見える化

業務の5S
（マニュアルの見える化）



業務マニュアル
細胞診検査業務手順の見える化

業務の5S
（マニュアルの見える化）



参考になれば幸いです！！


